
広報 4 月号　2

令
和
２
年
度
宮
古
島
市

令和 2年度 沖縄振興特別推進
 市町村交付金 (一括交付金 )事業

・高等教育機関の設置検討事業
・エコアイランド宮古島ブランド化推進事業

企画政策部企画政策部

事業費：61,100( 千円 )

観光商工部観光商工部
・伊良部地区観光地総合整備事業
・誘客促進事業
・クルーズ船観光受入体制強化事業

事業費：259,102( 千円 )

生活環境部生活環境部
・地域連携で取り組む健康づくり促進事業

事業費：3,047( 千円 )

福祉部福祉部
・城辺地区福祉施設等整備事業
・公立幼保連携型認定こども園整備事業

事業費：36,924( 千円 )

農林水産部農林水産部
・トロピカルフルーツパーク機能強化事業
・観光地アクセス農道環境美化強化事業
・生鮮水産物流通条件不利性解消事業
・宮古島市海業センター整備事業

建設部建設部
・伊良部屋外運動場整備事業
・観光地公園環境美化強化事業
・観光地アクセス道路環境美化強化事業

事業費：100,930( 千円 )

事業費：153,448( 千円 )

上下水道部上下水道部
・地下水保全調査事業

事業費：74,001( 千円 )
教育部教育部
・課題を抱える児童生徒の支援事業
・選手派遣費補助金交付事業

事業費：37,776( 千円 )

生涯学習部生涯学習部
・宮古島市 neo 歴史文化ロード整備事業

事業費：17,242( 千円 )

消防本部消防本部
・救命措置普及強化支援事業

事業費：7,758( 千円 )

施
政
施
政
方
針
方
針

令
和
２
年
第
２
回
宮
古
島
市
議

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
市
政
運
営

に
つ
い
て
の
私
の
基
本
的
な
考
え

方
と
重
点
施
策
の
概
要
を
説
明
し
、

議
員
各
位
及
び
市
民
の
皆
様
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
21
年
１
月
に
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
掲
げ
た
公
約
の
実
現
と
「
地

域
の
均
衡
あ
る
発
展
」を
市
政
運
営
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
心
豊
か
な
住
み
よ
い
島
づ
く

り
に
向
け
、
産
業
及
び
生
活
福
祉
を
は
じ

め
様
々
な
分
野
に
お
け
る
基
盤
の
充
実
整

備
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
、
天
皇
陛
下
が
ご
即
位
な
さ

れ
、
元
号
が
令
和
へ
と
変
わ
り
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
と
な
り
、
世
界
に
大
き
く
飛

躍
す
る
日
本
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
市
民
が
待
望
し
て

い
た
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
さ

れ
、「
知
の
殿
堂
」
と
し
て
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
３
月
に
は
、
み
や
こ
下
地
島

空
港
が
国
際
空
港
と
し
て
開
港
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
成
田
及
び
関
西
空
港
を
結
ぶ

路
線
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
た
香
港
国
際
線
が
初
め
て

定
期
路
線
と
し
て
就
航
し
、
国
内
外
か
ら

　
　
　
多
く
の
方
々
が
島
を
訪
れ
て
い
ま

　
　
　
す
。

　
　
　
　
あ
わ
せ
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

　
　
　
港
回
数
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

　
　
　
昨
年
の
入
域
観
光
客
は
、
過
去
最

　
　
　
高
の
１
１
４
万
人
に
達
す
る
な
ど
、

　
　
　
２
０
２
８
年
の
観
光
入
域
客
２
０

　
　
　
０
万
人
の
目
標
達
成
に
向
け
、
大

　
　
　
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ

　
　
　
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
一
方
で
、
観
光
客
の
急
激
な
増

　
　
　
加
に
伴
い
、
地
域
社
会
へ
の
さ
ま

　
　
　
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
特

　
　
　
に
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
ま
い
不

　
　
　
足
、家
賃
の
高
騰
、労
働
者
の
不
足
、

　
　
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
確
保
難
、
そ

し
て
上
下
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
環
境
へ

の
負
荷
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
行
政

と
民
間
が
連
携
し
、
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、

台
風
や
病
害
虫
の
被
害
等
に
よ
り
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
は
減
産
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
葉
た
ば
こ
、
野
菜
果
樹
等
は
、
農

家
及
び
関
係
機
関
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
、

例
年
並
み
の
生
産
額
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、新
た
に「
宮

古
島
メ
ロ
ン
」
が
冬
の
味
覚
と
し
て
市
場

の
注
目
を
集
め
て
お
り
、
今
後
の
生
産
拡

大
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
畜
産
は
、
子
牛
販
売
総
額
が
34
億
円
を

達
成
す
る
な
ど
活
況
を
呈
し
て
お
り
、1

月
の
初
競
り
に
お
い
て
は
高
値
取
引
が
な

さ
れ
て
、
今
年
も
好
調
に
推
移
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
沖
縄
本
島
な
ど
で
発
生
し
た
豚

の
Ｃ
Ｓ
Ｆ(

豚
熱)

や
東
南
ア
ジ
ア
で
発

生
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｆ(

ア
フ
リ
カ
豚
熱)

な
ど
、
家
畜
の
悪
性
伝
染
病
の
防
疫
対
策

は
、
関
係
機
関
及
び
農
家
と
連
携
し
、
万

全
な
防
疫
体
制
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
車
エ
ビ
や
モ
ズ
ク
の
養
殖

と
あ
わ
せ
、
シ
ャ
コ
貝
の
養
殖
に
新
た
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
古
島
漁

協
に
モ
ズ
ク
等
の
鮮
度
保
持
施
設
が
整
備

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
周
年
に
わ
た
り
安
定

的
に
モ
ズ
ク
の
供
給
が
可
能
と
な
り
、
本

市
の
水
産
業
は
大
き
く
飛
躍
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
伊
良
部

島
小
中
一
貫
教
育
校
「
結
の
橋
学
園
」
が

開
校
し
、英
語
教
育
を
強
化
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
小
中
学

校
へ
の
電
子
黒
板
の
設
置
、幼
小
中
に
ク
ー

ラ
ー
を
整
備
し
、教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
城
辺
地
区
の
統
合
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
地

域
と
連
携
し
、
新
た
な
中
学
校
に
通
学
す

る
生
徒
の
夢
と
希
望
を
叶
え
る
べ
く
、
充

実
し
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
や
食
事
の
提
供
な
ど
、
教
育

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
つ

い
て
は
、
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
国
内
の
広
い
範
囲
で
感
染
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
第
36
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
宮
古
島
大
会
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会
を
開
き
、
開
催

の
必
要
性
を
改
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
新
総
合
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
来
年1

月
の
開
庁
に
向
け
た

工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
と

並
行
し
て
新
庁
舎
周
辺
に
お
け
る
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
を
進
め

て
お
り
、
今
後
は
市
民
と
協
同
で
新
し
い

時
代
に
相
応
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
及
び
本
市
を
取
り
巻
く
近
隣
国

等
の
脅
威
は
、
一
向
に
治
ま
る
気
配
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
宮
古
島

駐
屯
地
所
在
部
隊
が
改
編
さ
れ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
約
３
２
０
名
の
隊
員
が
配
備

さ
れ
る
な
ど
、
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
各
種
災
害
等
の
対
応
を
は
じ
め
、

猛
威
を
振
る
う
感
染
性
疾
病
へ
の
対
応
な

ど
、
本
市
の
危
機
管
理
体
制
の
一
翼
を
担

う
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
平
和
と
安
全
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

第
一
章
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市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の

市
政
運
営
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あ
た
っ
て
の

                     
                     

基
本
的
な
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え
方

基
本
的
な
考
え
方

   

地
域
経
済
の
飛
躍
的
発
展
の

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
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合計合計 751,328( 千円 )

は　
じ　
め　
に

は　
じ　
め　
に

　
本
市
の
経
済
状
況
は
、
伊
良
部
大
橋
の

開
通
を
契
機
に
観
光
関
連
産
業
を
中
心
に

活
況
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
と
連
動
し
て

建
設
業
、
小
売
業
及
び
農
林
水
産
業
な
ど

幅
広
い
分
野
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　
本
市
が
今
後
も
好
景
気
を
持
続
的
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
を
牽

引
し
て
い
る
観
光
産
業
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
全
て
の
分
野
で
利
益
を
享


